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あ　と　が　き

吊橋の歴史は古く，人道橋としてはわが国でも昔から親しまれてきた橋梁構造の一つである。近代吊橋としては戦

後急速に発展してきたもので，本格的な吊橋である若戸大橋が1964年に完成して以来，関門橋をはじめとし，本州

四国連絡橋にかかわる因島大橋，大鳴門橋，瀬戸大橋と総称される長大吊橋が次々完成し，わが国も大規模吊橋の技

術の最盛期を迎えつつあると言えよう．

現在，世界最大支間の明石海峡大橋の建設が進められていることもこのことを示唆するものであろう．このような

わが国の現状を考えるとき，吊橋技術の進歩の跡を振り返り，今後の発展について思いを巡らすことはきわめて有意

義なことと言えよう．このため今回，主としてわが国の吊橋の進歩・発展について調査し，これを今後の発展のため

の資料としてとりまとめ，役立てるべく鋼構造進歩調査小委員会のもとに吊橋の進歩調査分科会を設置し，吊橋に関

する資料を収集し，分科会の審議を通じて，これを技術の進歩・発展の流れに沿って，整理。統合し，わが国の技術

の現状をわかりやすくまとめることを行って，ここに，その報告書「吊橋一技術とその変遷－」としたものである．

本分科会は1992年1月に発足し，1994年3月にほぼ草稿を作成し，その道の学識経験豊かな先生方にご一覧いた

だき，ご指導を賜った．しかし，力不足のため，いろいろといただいたご意見を報告書に十分生かし切れなかった面

も多々見受けられることをご容赦いただくとともに，ここに深く感謝の意を表し，お礼申し上げます。また，諸般の

事情のため，報告書の修正，推敵に思いのほか，時間をとられ発刊が遅れましたことをお詫び申し上げます．

本報告書は，鋼構造進歩調査小委員会においてすでに出版されている「鋼斜張橋」と基本的には，同様の編集方針

としたが，わが国における吊橋と斜張橋の発展の推移が異なる面が多いことから，すべて同じとはしていない．

編集にあたっての留意点を以下に示す．

1．すでにある類似の出版物との内容の重複をできるだけ避けるように努め，進歩・調査を記述するに必要な範

囲にとどめた．

2．歴史的記述については，内容の明らかなものを中心に，説の分かれるもので事実確認が不十分なものは採用

しなかった．

3．用語は，できるだけ一般化したもの（本四公団・技術用語集や土木用語辞典）を用いるように配慮し，外国

の橋名については，英（独，仏など）文字で表記した．ただし，わが国ですでに慣用された名前があるときは

そちらを表記した．

4．実績調査票に掲載した橋は，技術的，歴史的に価値ある吊橋を進歩調査に主眼をおいて選択したが，資料が

整わないものはやむを得ず割愛した．ただし，最近の吊橋は，数が多いため代表的なものに限定した．

5．設計，製作，架設と章を分けて記述したため，技術の変遷にかかわる部分での重複を調整することができな

かった．また，それぞれについて吊橋固有のもののみ記述することが難しかったため，より一般的な内容も含

めざるを得なかった．

吊橋の進歩調査分科会


